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研究背景

• AI技術の普及
• タスク、スキル、雇用、賃金、仕事の質への影響、労使関係

（Lane and Saint-Martin 2021; 鶴 2021; Lane et al. 2023; Milanez 2023; 
JILPT 2024）

• 日本における生成AIの普及状況
• 2024年5～6月時点で「生成AI使用企業の労働者」の割合は10.6％

（JILPT 2025：25）

• 「生成AI利用者」の割合は製造業（24.1%）、情報通信業（16.2%）と他産業
より高い（同上：27-28）

• 活用は「資料・文章の原案作成」「文章等の修正・編集・校正・要約」
「データ整理・分析」「他言語への翻訳」「プログラムのコード作成・デバッ
グ」「アイデアの検討・改良」「情報収集のためのオンライン・リサーチ」な
ど（同上：29）

• 残された課題
• 職場での生成AIの活用実態の把握が必要
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研究の目的と課題

• 研究目的
• 職場での生成AIの活用実態と従業員への影響を解明

• 研究課題
• タスクの変化

• スキルの変化

• 雇用・賃金の変化

• 倫理的活用方針・ガイドライン・社内研修

• 労使の対応

• 定義
• 「AI技術」：予測、提言、判断をおこなう技術

（Lane and Saint-Martin（2021:17）を参照）

• 「生成AI」：「AI技術」のうち、ChatGPTなどの文章、画像、動画、音声を
生成する技術

（JILPT（2025：7）を参照）
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研究方法

• ヒアリング調査を実施

図表1 ヒアリング記録一覧
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企業 対応者 主な質問項目 年月日
・A氏（コーポレート統括本部　人事本部
人事企画部　グループリーダー）
・B氏（J社労働組合　中央執行委員長）

生成AIの導入目的、活用実態、
スキルの変化、研修など 2025年7月15日

・B氏（産業別労働組合）
・C氏（J社労働組合　事務局長） 生成AIに対する労使の対応など 2025年10月20日

・A氏（開発本部　IT室　室長）
・B氏（K労働組合　執行委員長）
・C氏（K労働組合　副執行委員長）

生成AIの導入目的、活用実態、
スキルの変化、研修など 2025年6月17日

・B氏（K労働組合　執行委員長）
・D氏（K労働組合　書記次長） 生成AIに対する労使の対応など 2025年11月4日

注：所属・肩書きは調査時点のものである。

情報通信業J社

製造業K社
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				情報通信業J社 ジョウホウツウシン ギョウ シャ		・A氏（コーポレート統括本部　人事本部　人事企画部　グループリーダー）
・B氏（J社労働組合　中央執行委員長）		生成AIの導入目的、活用実態、スキルの変化、研修など		reserved-45853x1F

						・B氏（産業別労働組合）
・C氏（J社労働組合　事務局長）		生成AIに対する労使の対応など セイセイ タイ ロウシ タイオウ		reserved-45950x1F

				製造業K社 セイゾウ ギョウ シャ		・A氏（開発本部　IT室　室長）
・B氏（K労働組合　執行委員長）
・C氏（K労働組合　副執行委員長）		生成AIの導入目的、活用実態、スキルの変化、研修など		reserved-45825x1F
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				図表2　調査企業の従業員規模・労働組合の有無 ズヒョウ チョウサ キギョウ ジュウギョウイン キボ ロウドウクミアイ ウム





				企業 キギョウ		従業員規模 ジュウギョウイン キボ		労働組合 ロウドウ クミアイ

				情報通信業J社 ジョウホウ ツウシンギョウ シャ		5,000人以上(連結)		有り

				製造業K社 セイゾウギョウ シャ		5,000人以上(連結)		有り

				出所：ヒアリング調査より筆者作成。 シュッショ チョウサ ヒッシャ サクセイ
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				図表3　生成AIの導入時期・種類・使用範囲・機能 ズヒョウ セイセイ ドウニュウ ジキ シュルイ シヨウ ハンイ キノウ





				企業 キギョウ		導入時期 ドウニュウ ジキ		種類 シュルイ		使用範囲 シヨウ ハンイ		機能 キノウ

				情報通信業J社 ジョウホウ ツウシンギョウ シャ		45047		ChatGPT Enterprise		全従業員		文章・画像・音声・動画などで入力された質問・指示に対して回答する。 ブンショウ

						45627		コーポレートチャット(仮称)		コーポレート統括本部		社内従業員からの問い合わせに回答する。回答できなければ担当者につなぐ。 カイトウ カイトウ タントウシャ

				製造業K社 セイゾウギョウ シャ		2023年 ネン		K社生成AI(仮称) シャ セイセイ カショウ		全従業員		文章で入力された質問・指示に対して回答する。 ブンショウ

						2025年 ネン		ChatGPT Enterprise		特定の諸部門 トクテイ ショ ブモン		文章・画像・音声・動画などで入力された質問・指示に対して回答する。 ブンショウ シツモン シジ タイ

				出所：ヒアリング記録より筆者作成。 シュッショ キロク ヒッシャ サクセイ









図表4



				図表4　J社ソフトエンジニアのChatGPT活用イメージ ズヒョウ シャ カツヨウ





				ChatGPT



						あなたはプログラミングのプロフェッショナルです。
・○○というエラーが発生しました。
・考えられる原因を提示してください。
・解決方法も提案してください。

※不具合が発生したプログラミングコードを貼り付ける ハッセイ テイアン フグアイ ハッセイ ハ ツ



				【回答】 カイトウ

				考えられる原因と解決方法をご提案します。

原因：
1．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
2．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
3．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
4．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

解決方法：
1．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
2．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
3．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
4．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ カンガ ゲンイン カイケツ ホウホウ テイアン ゲンイン

				注）グレーの網掛けはプログラミング担当者の入力部分である。黒の太字はChat GPTのアウトプットである。 チュウ アミカ

				出所：ヒアリング記録より筆者作成。 シュッショ キロク ヒッシャ サクセイ
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				企業 キギョウ		策定時期 サクテイ ジキ		名称 メイショウ		原則・方針の内容 ゲンソク ホウシン ナイヨウ

				情報通信業J社 ジョウホウ ツウシンギョウ シャ		44409		AI開発・利用原則		「人間の尊重」「適正な利用」「制御可能性・人間の判断」「安全性」「プライバシー」「公平性」「透明性」「説明責任」「連携」

				製造業K社 セイゾウ ギョウ シャ		2024年 ネン		倫理方針 リンリ ホウシン		「法令遵守」「公正性・公平性の確保」「プライバシーの保護」「透明性・説明性の追求」「人材育成」 ホウレイ ジュンシュ コウセイセイ コウヘイセイ カクホ ホゴ トウメイセイ セツメイ セイ ツイキュウ ジンザイ イクセイ

				出所：ヒアリング記録より筆者作成。 シュッショ キロク ヒッシャ サクセイ













調査対象

• 調査企業の概要
図表2 調査企業の従業員規模・労働組合の有無

• 調査企業の生成AIの概要
図表3 生成AIの導入時期・種類・使用範囲・機能
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企業 従業員規模 労働組合
情報通信業J社 5,000人以上(連結) 有り
製造業K社 5,000人以上(連結) 有り
出所：ヒアリング調査より筆者作成。

企業 導入時期 種類 使用範囲 機能

2023年5月 ChatGPT Enterprise 全従業員 文章・画像・音声・動画などで入力さ
れた質問・指示に対して回答する。

2024年12月 コーポレートチャット(仮称) コーポレート統括本部
社内従業員からの問い合わせに回
答する。回答できなければ担当者に
つなぐ。

2023年 K社生成AI(仮称) 全従業員 文章で入力された質問・指示に対し
て回答する。

2025年 ChatGPT Enterprise 特定の諸部門 文章・画像・音声・動画などで入力さ
れた質問・指示に対して回答する。

出所：ヒアリング記録より筆者作成。

情報通信業J社

製造業K社



生成AIの活用イメージ

図表4 J社ソフトエンジニアのChatGPT活用イメージ
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注： グレーの網掛けはソフトエンジニアの指示例である。黒の太字はChatGPTの回答例である。
出所：ヒアリング記録より筆者作成。

あなたはプログラミングのプロフェッショナルです。
・○○というエラーが発生しました。
・考えられる原因を提示してください。
・解決方法も提案してください。

※不具合が発生したプログラミングコードを貼り付ける

【回答】

ChatGPT

考えられる原因と解決方法をご提案します。

原因：
1．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
2．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
3．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
4．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

解決方法：
1．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
2．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
3．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



タスクの変化

• 補完的タスク変化
• プログラム作成・修正（J・K社）、アイデア出し（J・K社）、情報収集

（K社）など

• タスクの幅の拡大
• 非エンジニアによる一部のプログラム作成・修正（J社）

• 新たなタスクの創出
• ハルシネーションの処理（J・K社）

→文書要約・事実確認より、プログラム作成・修正の方が容易（J社）

⇒タスクによってハルシネーション処理の困難さが変化

• タスクの再編成
• 他の高付加価値のタスクへ再編成（J・K社）

• 従業員は総労働時間の減少を実感せず（J社）
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スキルの変化

• 新たなスキルの創出
• 生成AIへの質問・指示のスキル（J・K社）

• ハルシネーション処理のスキル（J・K社）

• スキルの幅の拡大
• 非エンジニアがプログラム作成・修正スキル獲得（J社）

• 一方、基礎学習の希薄化の懸念（J社）

• スキルの価値の低下
• アイデア出しが苦手な従業員からの相談減少（J社）

• 非エンジニアも一部のプログラム作成・修正が可能（J社）

⇒アイデア出し・プログラム作成・修正のスキル価値の低下

⇒スキルの価値の低下過程

①低スキルの者もタスク遂行に必要なスキルを獲得

②スキルの希少性が低下

③スキルの価値も低下
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雇用と賃金の変化

• 雇用の変化
• 変化はみられない（J社）

• 今回の調査では不明（K社）

• 賃金の変化
• 変化はみられない（J社）

• 今回の調査では不明（K社）
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倫理的活用原則・方針、ガイドライン、社内研修

• 倫理的活用原則・方針
図表5 AI技術の倫理的活用原則・方針

• ガイドライン
• 上記の原則・方針に基づく具体的内容を策定（J・K社）

• 社内審査部門→承認なしに開発・利用できない（J社）

• 社内研修
• 全従業員への社内研修実施（J・K社）

• 上記の原則・方針、ガイドライン、使用方法（J・K社）
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企業 策定時期 名称 原則・方針の内容

情報通信業J社 2021年8月 AI開発・
利用原則

「人間の尊重」「適正な利用」「制御可能性・人間の判断」
「安全性」「プライバシー」「公平性」「透明性」「説明責任」

製造業K社 2024年 倫理方針 「法令遵守」「公正性・公平性の確保」「プライバシーの保
護」「透明性・説明性の追求」「人材育成」

出所：ヒアリング記録より筆者作成。
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				情報通信業J社 ジョウホウ ツウシンギョウ シャ		44409		AI開発・利用原則		「人間の尊重」「適正な利用」「制御可能性・人間の判断」「安全性」「プライバシー」「公平性」「透明性」「説明責任」「連携」

				製造業K社 セイゾウ ギョウ シャ		2024年 ネン		倫理方針 リンリ ホウシン		「法令遵守」「公正性・公平性の確保」「プライバシーの保護」「透明性・説明性の追求」「人材育成」 ホウレイ ジュンシュ コウセイセイ コウヘイセイ カクホ ホゴ トウメイセイ セツメイ セイ ツイキュウ ジンザイ イクセイ

				出所：ヒアリング記録より筆者作成。 シュッショ キロク ヒッシャ サクセイ













AI技術をめぐる労使の対応

• 生成AIに対する労働組合の見方
• 業務効率化・生産性向上につながるため肯定的（J・K社）

• 「AIスキルの格差・分断の回避」「柔軟に対応できる従業員ばかりでは
ない」（J社）

• 労使協議
• 生成AIの導入の是非をめぐる労使協議なし（J社）

→雇用や賃金に影響がないため

• 労使は「公平・公正な機会提供」を協議（J社）

→全従業員への研修機会の提供を合意

• 採用や人事評価へのAI技術の活用を協議（J社）

→ブラックボックス化した評価の活用は倫理的問題

⇒労使の関心は雇用喪失から社内研修・倫理的問題へ
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論点

• ハルシネーションによる業務適用の困難性
（Peng et al. 2023; Brynjolfsson et al. 2025など）

⇒タスクによってハルシネーション処理の困難さが異なる

• 低スキルの従業員への恩恵
（Choi and Schwarcz 2025; Brynjolfsson et al. 2025など）

⇒同様の傾向が示唆

⇒一方、一部のスキルの価値の低下も示唆

⇒基礎的な学習の希薄化の懸念

• 倫理的活用に関する議論の乏しさ
（藤本 2024）

⇒労使の関心は雇用喪失から社内研修・倫理的問題へ
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実務的・政策的示唆

• ハルシネーションへの対応
• タスクごとにハルシネーション処理の困難さを識別しながら活用するこ

とが重要

• 基礎的な学習の希薄化への対応
• 職場にはタスクを理解し指導できる者が必要

• 倫理的活用への対応
• 倫理的活用原則・方針やガイドラインの策定

• 社内研修の実施

• 倫理的活用や社内研修をめぐる労使協議
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今後の研究課題

• 他事例の観察

• タスクの変化の詳細
• 職業別（エンジニア、営業担当者など）

• タスクの再編成の中身

• 人材育成のあり方
• 基礎的な学習の希薄化の実態

• その希薄化への対応と課題

• 人材育成のあり方の変化

• 他国の事例との比較
• 他国の生成AIによる従業員への影響、そのプロセス

• 他国と日本の決定的な差異は何か、なぜ生じるか
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ご清聴ありがとうございました

ご質問がございましたらお願いいたします
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